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の地域差2vるいは変動パター γ のそデノレ化， すなオっち基本的構造の認識とそれによる2業地1或の形成
要因の検言寸にまで至っておらず，この点に吟後の干すけどの余地がある.このような祝点に立った最近の
研究で典掛ミ深いものとして Keddieによるものが式ろげられる 12) 彼は 1951fj三から 1966~:I三まで、のタウ
ンシップこ了との主要農産物販ヲ己額，農主也の苦言見少率， 農村人!こi率などをはじめ多くの農業地区比f総合し
農業地域医互分を行った.彼の研究は，南オンタリオーの農業地域を椅状地と東ォ γタリオ，仁中|






南オ γ タリオーはカナダの東南部に位置し， 南はオンタリオ湖とエリー湖，東~t ヒュ{ロン市J，北は




ナダ全併三qコ平均が 1km2当り 2.5人に)すぎたμ、のやこ i有オンタリオのそれは 64.4人となり， 北海道
の人口密忍芝にほぼ等しい. カナダには人口 20万ιl上のセンサス大都市地域 (CencusMetr叶コolitan
i¥rea一 Cl¥1A)が15あるが，そのうちの 7つがこの地域に位置する14) ここはカナダの政抗告的・経
済的中心であり 3 ケベックナ1'1 南部とともにち~eates によってメインストリ戸トと名づけ‘られてし、る 15)
カナダ全体の農業の中で占める地位も高く， 77，00むのオ γタリオ州の農場が， 2，770百万ドノレの農産
物販売伎をあげ，これは農場数で、カナダ全体の 25.7%， ;農産物販売制で27.8%に相当する. i有オン



















Figure 1. The Locatiol1 and Size of Southern Ontario 
第 l表南オンタリオの地位 (1976年)








































































































































































































との差が50'"'"'75mmとなる16) 月平均気温は南部のエセックス君[)で最寒月の l月で -50C，最暖月の
7 月で 220C であるが，間苦I~のウェりントン郡では 1 月が -SOc， 7月が 200C，オタワでは1月が-
120C 7月が 200Cとなる.ところが南オンタリオ北部では， 1月の平均気温が -lS0C，7月の平均










Figure 2. The Physica.l Base for Agriculture il1 SOllthern Ontario 
最低気温 OOc，日平均気温 420F(5. 60C)以下になると成長を止めてしまうことに着目した Chapman
と Brownは17)，日平均気2孟 420F以上になる成育期間についてJ 日斗Z:f均気温と 420Fの差の総和によ








Canada)による「農業のための土壌評価 (Soi1Capability for Agricul ture)Jは，カナダ、の土壌を7
階級に分類している.クラユ 1が最高で普通の畑作物の栽培に何らの陸詳害のない土接，クラス 2はわ
ずかの障害のある土壌，!lラス 3は中程度の障害があり注意探しづニ土也f菅理が必要な土壌，クラス 4以
下は普通の作物には適さない土壌である 19) 南オンタリオではクラス 1土壌が 15.4%，クラス 2土壌




カナダ3 南オンタリオにおける農業経営類型 21 
{匝{直のないクラス 7土壌に分類されている21) 以上のような自然条件の地域差は，景観に明瞭に反映
されている.
































よる類型化を利烈することにする， この類型化は， 1961年には農産物販売額1，200ドノレ以上， 1971 
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医院など，組み合せ，の 10類型があげられているが，1961 年と 1971 年の場合には肉牛JJ~育と養豚が
分隊されていなかった.
1976年の 10類型の うち 3 国各i長v主総農産主4女IJ販売額十こI:!iめるミルクやi崎製1の販売制が51%以上のも




穀物栽培以外の作物栽培は，牧草の種， ジャガイ モ，シュカ ビー ート， タバコ，その他の作物からの




に示されたとおり である.1976年には肉斗ニjJE育に分類された農場が 17，265で最も多く ，これは全体
の26.5%を占めた.次いで酪農の農場が l4，847で22.8%，小穀物栽培の農場が13，275で20.4%を
第2表 ー南オソタ リオの操業経営類型















































































































































































































































合をみると 23) 第 1イ立が肉牛の 24.6%，第 21立がミノレクおよび酪製品の 15.6%，次し、で豚の 11.9 %，






1980年 1月から 6j=Jにかけて， 1有オンタリオーの西部を中心にして約 3Dの農場で‘土地手IJHJおよび!却
さ取り制査を行った 農場の選択にあたっては， )おオンタリオの主要な農業経営類型を代表するよう




酪農をに|コ心にしている PinJ王ney農場は， トロントの西 100kmにある人口 7.5]]のグウェノレフの
市街地から車で北西に 15分ほどのところにある. このイ;L;出土地形が平坦で， 土壌評錨によるとクラ
λ1土壌が広がっている.この農場の総面積は370エーカー (149.0ha)であり，宅地の周辺にある
220 ユニーカ~ (88.9 ha)は自作地であるが，この他に 150エーカー (60.6ha) の土地を11~" りている 24)
担父がこの1技場を得た時には 100エーカーの広さであったが， 現在のi出品:主が 1957年に父から譲り
受けた Il~j:は 145 エ(カーとなっていた. I iJ.967年には束の部分の 75エーカ{を購入した
この農場の土地利用をみると，住宅や畜合などの宅地が 15エ{カー，林地が20エーカー，農地は
335エ{プJ'ーである.農地のうち 40エ{カーは牧場にキ!J)刊され， 86エーカ戸のアノレファノレファ， 40 
ユ二~ ')J'ー のミック λトグレーン， 159 ニc.~プ) ，ーのトウモロコシが栽培されている.第 3[2:1 は I~I 作地の
土地別j刊を示したものである.東四が1， 268111， i有::[ヒが 1，550111の広さである.宅地は 2カ所みられ
るが，北部には世持主夫婦が住む住宅と，畜舎3 作業合3 機械格納庫3 穀物貯蔵庫p サイロがあり，西
部の宅地には長男夫婦が住む住宅と畜舎がある.1979年の自作地の収穫応j積は， トウモロコツ 28エ
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{カ.--， ミックストグレ r ンー 24ユ{カ，ア
ルフアノレファ 80コニーカ戸であった. この農
場のfF牧!のJ民:設はア/レブアルファが年 2回メIj
り13zり工エ{カ{当り 2.3トン (lha当り 6.2
トン)， ミックストグレ「ンが 1コ二戸カー当
り1.75 トン (1ha当り 4.3トン)， 突取りト
















第 3図酪農農場の一例 (G.Pinkney) 
Figure 3. A Dairy Farm 家族1蒋成は世帯主 (53歳)，斐 (54殻)，長
男 (26歳)，長男の妾 (24歳)そして長女 (16
歳〉の 5人から成るが，農業労働に従事するのは世帯主と長男の 2人だけで，妻と長男の委は他に仕
事をもってし、る.搾乳および給餌は午盲有8fl寺'"10時，午後511寺---71寺の 2厄|行ー われ3 日曜日は雇用労
働力に依存し，休むことにしている， 冬季の労働は家畜の世話大三けであり労働n寺問も 1週間に 60t時
間程度であるが， 5月から 11月までは畑作業が加わり 3 ことにトウモロコシやミックストグレ{ンの
播種を行う 5月とアルフアルファを刈り取る 7月3 トウモロコシを収穫する 10月には1週間の労働1寺
間が90時間にも達する.しかし労賃カ二高いので，なるべく家族労イ動でまにあわせ，不足分を機械力に
依存している.主要な機械としてはトラック 3台， トラクタ戸 3台(馬力がそれぞれ110，70， 60の
ものにコンパイン 1台， ノミルクタンクと搾乳施設1式， フイ(ドミキサ~1 台， ベ{ラー 1台，マ




台、 1979 {，!三の主要農産物はミルクであり， その販売傾は 9万ドノレで、あった.その他に搾乳牛と仔牛の
売却から 2.3万ドノレ， トウモロコ 、ンから1.2万ドノレを得て，粗収入は 12.5万ドノレで、あった 支出の
l:jコで主要なものとしては飼料の1.575ドル，化学肥料の 6千ド/レ，機械修繕費と労賃がそれぞれ4T
ド、/レで‘ありその他を含めると 4.157::;ドノレとなった. この結果，純収訟は8.35万ドノレであった.
2) l淘牛!Jl!2育成場の例 (Gammie 決;場〉
Pinkney 1.農場ー の四，約 5kmのところに， Grant Gammieが経営する農場がある. この農場は 300
エ(カ{の土地を所有し， 315頭のl均牛をJj巴育している.ネ13.父がこの農場を取得したのが 1900年であ
り，現在の世;市主が経営するようになったのは 1949年のことである. 1951年まで200エーカーの経
営問積で，乳と|二， 肉牛， JI裂を飼育していたが， その後は肉牛肥育に専fi引ヒした. 1954年には東に隣接
していた農地 100..x.~プ)~を購入した. 1957年と 1970年には畜舎を拡大し， 1970年までに延長 56
kmにおよぶ排水管を設憧した. また，かつて;農地を区切っていた柵も 1960年から 1970年までに取
り払った.
土地利用をみると宅地が 5 エ{カー，林地が 25 エ{プ)~，耕地が 270 エ{プ} ，ー であり 3 耕地にはア
ルフアルファ 20 エーカー，大変 45 コニーカー 3 小麦 68 エーカ~， サイレージ用トウモロコシ 137エー











4 Horizontal Silo 
6 Grain Bin 
02OOm ¥ 
第4~J I苅牛}J~育農場の一例 (G . Gammie) 
Fignre 4. A Cattle Farm 
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付し，再びトウモロコ γを栽培することにしている.肥料として Igl家の既!J巴をすべて使月三iするが~卜分
ではなく， 1エ戸カ戸当りアノレフアノレフ ァは 70kg，大変は 88kg， /J¥変には 132kg， トウモロコシに
は 1901王gの化学肥料を投入することにしている 25)
!殉牛(去年間 300頭程度を肥育することにしている. 10月初旬に 180kgから 330kgの宜主さのへレフ
ォー{ド・滋をアルパ ー ター州、!やオンタリオ州ブ‘ノレ(ス Ylr~から納入し， 6'"-'10カ月肥育して 520kgほどに
してトロントの家慈市場に販売する.4月から 7月のバーベキコーの1年jUJに出向すると{mi告がよい‘7
月末から 8月末までは議舎が空となり， 諮合に労働力をかける必要がな くなり， この Il~î:JtJのトウモロ
コシ，麦類，アルフアルファの収穫に専念することができる
家族構成は57哉の世帯主と 57歳の斐，20 Y誌の長列と 17j)誌の長女かーらjえり， -Ilhlh主をクウェルフ
大学農学部の学生である長男が手伝って農作業を行っている.裂は看護拘}として働いている.小麦 と
大麦の収穫とトウモロコジの収穫に， 8日間請負耕作を依頼するほかは，雇用労働はなく ，すべて家
族労働でまかなっている.1月から 4月までは家畜の世話だけで，午前・811寺からと 午後 51寺ー からそオ1
ぞれ1時間半ほどずつ給餌を行うのが主要な作業である. 5月には術艇が行われ， 6 n ~こ b主薬剤散布
とアルフアノレファの刈り取り， 7月から 9月までは収穫， 10月から 12月までは耕起がさ;}(_，る.主要
な農業機械はトラック 1台p トラクタ ー3台 (105，60， 52馬力)， コ ーンプランタ ~1 台， ヘーパイ
ン1台，ヘーベイラー 1台，マニュアスプレッ夕、一 1台， その他トラクタ ーの付鴎機械で，その佃I1[直
は 8.3万ド、/レになる
粗収入は肉牛の販売により 30万ドル，小麦から1.44万ドノレで，合計 31.44万ドルとなる.他方，
支出の最大のものは牛の購入費で19.4万ドル，次いで飼料践~ l. 2万ドノレ化学肥料が 1Jjドノレで、あ
り，守二の購入費を銀行ーから借り入れているための利子 1.475 ドルとその他農薬費 3 機械修i品~-øqJj， Rj~-負
耕作賃，燃料，税金を加えると 25.36万
。 。 。 。 。 。 。 。 。
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第3図 養豚 ・肉牛肥育農場の一例IJ (D， Ewing) 



















t!t子ij:主で 5 代 I~I である 2G) 1973 :3'1三にい斎舎を改造して現在養Jj裂を行っており， 1975年と 1979年に
は肉牛)'1=) の苦を~てた. 1970 年に 2基， 1975年に 1 1978年に l基の新型ブル{サイロを導入
し，最も新しいサイ iコはサイレージYF)，他は殺物をj貯蔵している.その外に 1979年にはi百径 18.6m，
さ 5.4mのPlMの京タングがつくられ， n裂の糞尿をためることができるようになった
I~I flヨ地のこと地利用は筑 51;;1に示すとおりであり， 5エーカ(の宅地の外は， 45ユーカ「にア/レファ
ノレフア， 50ニi二一カーにサイレージFJトウモロコシヵさhている.仏二土也?こ』主サイレー ジmトウモロ
コシカ':， 40 エ(メ)~ アルフアノレファが 30コ二{プ]，ー栽培されている.輪作体糸としては，アルファノレ
アァを 6年連fF'した後， トウモロコシを 3:3'1三述作し再びアノレフアノレファを栽培することにしている.
1980年 1月のIW!;き取りによると， 200頭の繁殖j有ult豚と約1，500頭の肥育H家，および300頭の肉牛
がし、た.繁嫡HJu11[: )J家は 144 日ごと (1こ仔!I&(を ~I: み，雌!琢 l 頭当りの生産量は 18 頭である.仔豚は 10 プj
月間Je2育され，約 100kg に成長させて 1:1~lvUする. I淘!:I二は約 2701沼のものを購入し， 8カ月間Jj己育し




?之 1979 年十にこ 10 万 トド、♂、/ルレで‘'¥l昨j日昨昨{昨伊+ドi
{にζ は年!間詰鵠12，30ωO万 fの糞尿がたまり， これは 550エ{プ]，ーの耕地に散布する量に相当する.そこで，
この段j易では化学肥料は全く悦~m されない D. Evingはテラゲータ(を使用し，他の農場の糞尿
も集め，笈尿散布の開業を行っている. 1979年には 30の農場で糞尿散布を行い， 2.7万ドルの収入
を待すこ
この農場の農業粗収入はi茶J!:二と!ほから 50万ドノレ，支出は肉牛の購入費と飼料費がそれぞれ 18.5万
ドノレ，機械器用が 6.575ドノレ，労貨が 1.775ドノレなどが主要なもので，その他のものを含めると 47.5
万ドノレになる.収益はわずか 2.5万ドノレで，糞尿散布の収益の方が多くなる. この農場の経営上の問
は，経営i面積が家畜数に比して狭小であり，飼料の自給率が低いことである.現在の家畜数を











カナダ3 南オンタリオにおける操業経営類型 29 
1979年の粗収入は675"ドノレ，支出は肥料，都，機械裂t， 農薬など 3.49万ドルで、あり，収益は2.51
万ドルで、ある. トウモロコシの単'栽培の場合 1---3月， 7---9)ヲまでの 6カ月 IHjはほとんどイゴ二事がな
く， 7.長外ij正莱をjiH:つ農民が多い.S. Shanzは農場を売買する不動産業を 3年前から行っており，こ



























ると，宅地 4 エーカ~林地 34 ユ{カ~，
誹其担 117エーカ{で，そのうちの 30エ{カ
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第7図 タバコ栽培農場の一例(J.:ivlaitz) 
Figure 7. A Tobacco Far111 
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面積が等しいのは，タバコと小麦を毎年輪作するためで，小麦の代わりにライ麦を稿えることもあ
る. ，農場の施設をみると，タパコ乾燥小屋 (Kiln)，むi室，包装場 (PackBarn)などタパコ生産地域
独特のものがある.乾燥小屋は間口と奥行がそれぞれ 6.6111づっ，さが約 9mのもので，床には
ガスバ{ナ(が設置されている.タバコの栽培荷積5エーカーにつき 1つの乾煉小屋が必嬰とされる
ので，この農:場には 7つある.この農:場の温室は， 1I1高8m長さ 39mの大きさで， 40~50-=1二{カペミ
定植されるる苗を生産する能力をもついる.包装;場で、(ttタバコの選別や包装が行われる.
タバコ栽培は次のような手}@Iで、行われる.まず， 3月中旬に泊箆へ腐蝕土を搬入し， 土壌がj
る.ガラスを取り換えたり，施JEをしたりする.4月1日に淵室に嬬杭されると， 5 n 20 1=頃にはil
の定植が可能になる.5月20日から 24日頃まで，午前仁!コに温室で1誌をlYzr? ， 午後から機械で定楠す
ムる， 1 エ(ブ~ ~ vこ約 7，000木の苗が植えられる. 6月中旬まで、土寄せをしたり，仁i寸卦をしたりする.7 
月下旬に花が咲かないよう<<こ先端をつみ取ると， J協芽が出るので、それを薬で、ll~ り i除く. 8月下旬から
9月初旬には収穫が行われ，同時に乾燥作業が行われる. 9月下旬にはタバコの株を切りたおし，土
地を耕起する. 10月初旬から 12月まではタバコの選別と包装をし， 3)=J-1て匂までにHJ1可される
1979年にはブルーモ(ノレ (BlueMould) と¥"、うタバコの葉の病気で収穫は皆無であったので，予
想収穫量の 80%分に対し 1ポンドにつき 91セントの農作物保険を得たにすぎなかった.そこで1978








Bob Bmvenは46歳でp 妻 (46歳〉と次女 (18蔵)， I司 (78f茂〉といっしょに住んで、いる.
;農場の広さは96.4エーカー，すべて B.Bowenの所有地であるが，そのうち宅地が 1エ{カペ
ブドウ畑が 70 エ{カ~林地が 10 エ{カ，ナイヤガラエスカ{プメントの斜面上の荒地が 15.5 エ
(カ{である(第 81玄1).栽培されているブドウは 10種類あり p し、ずれもブドウ沼周のものである27)
収量は品種によって 1エ{カー当り 2.7トンから 6トンとさまざまであるが，平均すると 1エ{カ{
につき 4.5---5トンである.肥料として化学肥料の外に 1エ{カー当り 9トンの既!jEが使用される.
トロントやキッチナーの家畜取引場から， 1トン 8.3ドノレで買い入れる
この農場は 1936年に現在の経営者の父が買ったもので， 1965 fl三に父が死んでからほのものになり 3
1966年に現在の経営者が譲り受けた.この農場でブドウが最初に植えられたのは 1940年であり， 1960 
年まで、郎農と肉牛の肥育を行っていた.そして飼料のためのトウモロコシ，牧草，奈生物を栽培してい
た. 1960年に開会長を中Llこしたが， 20頭ほどの肉牛J1E育は 1974年まで続けられ，その後ブドウの単一





~こは経1~11;~~・だけが従事し，平均すると 1 1:1 7 Il ~j: nXJ 
で 1:~ 6 EIHJ働 く，4 nから 7月まではブドウの
ツノレのIf[il定作業， !J私羽::nx.り ，校の!日1引 き ， 地Jl~，





者が われる. 8 月にな る と労働lI~j:n，\'J は少 くな り
1 s50時間程度に減少するが， 収穫を前に段械
の手入れが重要な{I:EJj:となる.9)]と10)'Jは収穫
のために 1El 12 Ij:lj:n.l]労働となるが， 1 :'自 I I~j: )(i:. JFIは
31 




第 8図 ブドウ栽培農場の一例 (13.Bowen) 
iすig川 e8. A Grape Farm (1976) 
不Jllで，収穫機を共布している|隣接する決場の経伝'者と，長女， 長女の夫，次女などの家族労働で足
りる，ブドウの収穫機J ランド・レベラ~ポスト・パウンダー(ブト、ウ 畑のクイをぬ き取る ) ，フォ
(クリ フトは共有 でーあり ，fr~li 人 ~fT のものとしては 70 馬力と 40 馬力のトラクター各 1 台 ， カノレチベー
タ ，プラウ，シートドリ ノレ，Ja正月間交:11i機， フロントエンドロ(タ ，ー デスク ，薬剤散布j幾などをも
っている
1979年のブド ウの収穫は約 300トンで，9.575ドルの農業粗収入があった. 支出総計は5.175ドル
て:'， Jl又誌は 3.8 万ド、 ルとなる .支 1:[:\ の うち主要なものとして， 労賃が 2.8 7.7 ドノレ，肥料やワイヤ~
クイ などの資材?をが lん.ドル，その他に農薬，機械の修繕費，燃料， }麗 }l~などがあげられる.ブドウ
からの収入の外に， 2つの農場のプド、 ウ65エーカーの j奴1笠を受け請い 3，600ド、ノレの収入があった.
消防|ま1(こも)1わっているが，これは半ば奉仕活動で，年17，¥i700--.，800ドルを得るにすぎない.
1II-3. 農業経常'の特徴
これまでの炭場の事例から， ンタリオの農業経;立の特徴を まとめてみよう(第 3表).まず，
1者オンタリオーの農業経営は畜産桁!向であることがあげられる.第 2表で示されたi有オンタリオの主要
操業拡i型のうち，高肢に分類されるものは， 1976年には 64.296を占め，さ らに飼料作物栽培を考え
ると畜産に関係している経営は80--.，8596に:達する.1978年のオンタリオリ十!の農産物販売額をみると 3
64.9%が25産物によって，:jめられている.1976 ~I三の農業:センサスによる作付面積をみても約 8096 が
飼料YEJfF:4かである
市オンタリオで、は、家誌を最終決産物とする f役場であっても，飼料作物をできるだけ自給できるよう
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世帯主 (34) I 170エ{カー
(70エ{カー
永年雇用 | 借地)
男 l人 (54) I肉牛 300頭
31尿 200頭
世帯主 (46) i360エー カー
I (60エー カー
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次男 (15)
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カナダ3 南オンタリオにおける;農業経営類型 33 
決業経営 (1979i:1三)
of Farms 
収支 (1000ドノレ) 主要 f設業装備
収入支 1:i 収主主 施設 機 械
農外就業
125.0 I 41.5 83.5 機械収納庫 1 トラック 3 ディスク 1 妻(54)
商 合 2 トラクター 3 プラウ 1 身体障害者訓練
サイロ 1 パノレクタンク l カノレチベーター 11-(適2回)




314.4 I 253. G 60.8 サイロ 4 トラック 1 ベーパイン l 妾(57)
水平サイロ l トラクター 3 ハロー 1 看護婦
穀物貯蔵1tl 2 コーンプランター l カノレチベーター 1
市合 1 ベーラー l プラウ 1 
j段械i民納Jni 1! --?ニ アスフレ 1
ーアー
500.0 I 475.0! 25.0 サイロ 4 :トラック 2 テラゲーター l 世帯主 (34)
; 高 合 3 トラクタ- 2 ディスク 1 糞(収尿入散2布
マニュアータンク 1 プJノレチパッカー 1 カノレチベー タ:，< 1 I (JlYA27，000ノドレ)
i 機減収納庫 1 へイベイント l プラウ 1 妾美容6) 
マニュアーポンプ 1 師i
60.0! 34.9 j 25.1 コーンドライヤ-1 トラック 3 プラウ l 世帯主(46)
穀物貯蔵庫 3 !トラクタ- 2 カノレチベータ -2 不動産業
機械収納庫 2 !，スコンパイン 1 I (収入10，000 
jプランター l ドル)
ディスク l 
7761 293 483 i タパコ乾燥小屋 7 トラック 1 カげベ{タ-1 
i 温室 1 トラクター 2 プラウ 1 




95.0 I 55.8 39.2 藷 舎 1 トラック 2 フロント・エント・
機械収納庫 1 トラクター ローダ- 1 
グレーブハーベスター 1/2 ディスク 2
フォークリフト 1/2 ブラウ 1 
ランドレベラー 1/2 カノレチベータ -1







み3 あるいは世帯主と息子が農業労働に従事しy 臨時雇用は極めて少い.経営耕地面積も 150----300.:r:. 
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{カ{で， アノレパ{ター 州、iや-lj-;.入プJチニムワン少1'の平均経営耕地問積がそれぞれ864コニーカーと 939コニ
{カーであることと比較するとはるかに小さい.けれども家族労働のみで役場を経営するためには，
多くの農業側吠が必要である. トラクタ~ 2 ~ 3 r告をはじめカルチベ(タペプラウ，ディスク，プ
ランター， トラック，マニュア ~7，プレッダ{など，所有機械の児積{ïJl i格で 10-----15 万 1，" /レvこ述する島




事例〕襲;場の粗Jl又入をみると 9.5フヨー ドノレから， 50万ドノレとさまざまであるが， 支出も粕.Jl又入の{1uに対
j芯するように多小があり，結j言JJl又主主は2.5万ド、ノレから 8.4万ド、/レ程j支'で、ある









D. Ewing S. Sbanl'l. J. Maitz n.!3o日:cn
(Hogs十Calrlc)' (じ()!川 (Tobacco) (Grapc) 
: ~ m ! 品目 ; 
第 9図 6つのIJ:c例農場の労働時間(1979年)
Fj培gure:9. Lal凶〕泊01山1口r‘ 1m甲pnばt0∞1 thc刊 Samplc 1ト寸よ、ミ、a川訂叩11げ川rη.'J11η5. (υ1976) 
iVlolJth 
第 9図むま 6つの事例農場のえ窪営者ーの労働時間を示したものである 家帝政場は年1M]を通じでほぼー




就業を行っている.事例農場のなかでも， S“ Shantzは不動産業を営み， G. Pinkney は ~I~J7K Wx :friを
行っている.世帯主の妾の多く ることは少く， JIjのJ[i実業をもっていることが多い G.




















Figurc 10. ])jstribution Pattern of the Pcrcentage of Dairy Farms (1976) 
第 11毘! 肉止|二)j巴育農場率の分布 (1976年)













%， 69.0%， 67.2%， 67.0%という高率である.次いでブ'J~ールトン 1:\1)泊、ら四にヘイステイング1'nçに至
るまでの地域では， 35'"'"'60% の酪農農場率である.南オンタリオ間部ではï~i0農政場の割合は束オンタ
リオと比較するとかなり低くなるが，オックスブオ{ド、 ~41) とパ{ス~:Hçではそれぞれ 37.5% と 32.3%
とし、った比較的高い割合がみられる.これらの 2つのt:fSの酪農農場率は相対的に抵いが，乳牛頭数と
ミノレク生産量をみると，パ{ス君fSとオ γ クスフオ{ド、若[)がi苓オンタリオで 1位と 2位を占め，この地
域も東オンタリオと並ぶ南オンタリオの酪決の核心であることがわかる.
これらの郡とは逆に南オンタリオ南部のエセックス，ケント，ランプトンの各~:\I)や北部のハリパ{
トン郡で‘は酪農農場率が 0'"'"'3%と極端に少くなる いコント右[5のそれも 7.096にすぎない
l売と|二肥育農場が卓越するのは，南オンタリオ北部であり，ことにハリパ(トン13[)とビクトリア1¥[5で





養豚農場率は南オンタリオ西部のワ{タ{ノレ{郡で最も高く 20.2% であり，パ戸ス ~~I)の 19.1% が
これに次ぎ，これらの 2つの郡のまわりに 10-----15%の郡が分布するが， 他では一様に養豚農場率は
低い(第 12図).1978年における生後6カ月以上の豚の頭数の分布をみると 3 パース，ウエリントンJ







タリオでの栽培が拡大した. 1960年には45万エ{カーであった栽培面積は， 1970年には 110万エ{





































第 14図 小穀物以外の畑作物栽培農場の分布 (1976年)








第 15図 果樹 -野菜農場率の分布 (1976勾三)












となっている， I~~ オンタリオで、はユセックス;fi!)やケント '111)のタパコ生産地域をオーノレドベノレトとよぶ
のに対して， ノフォーク地方を1:コ心としたi也i或はニューベノレトとよんで、いる 28)








設 j図丞趨i芸などの J決2良2μ1場場率の分布も，果樹・野菜農場率の分布とほぼ一致する〈第 171~1) . 
複数の経営部I'IJを組み合せる農場率の分第 18!羽に示したとおりである. 1976年においてこ
の類型に分類できた農場の数は， 5，165であったが，そのうち 69%は家苔の組み合せ， 3%が作物の
1立み合せ，後りの 2896が家畜と作物の組み合せである.家畜の組み合せ方としては，豚と肉Ljニを飼
育するのが一般的である.複数の経営部門を組み合せる農場率は，ノミ(ス郡とワーターノレー君l~を中心




















第 16図 施設園芸などの農場率の分布 (1976i:j三)
Figure 16. Distributiol1 Pattern of the Percentage of Micellaneous Specia1ity Farms (1976) 
。
第 17図 譲合経営農場率の分布 (1976:1三)




















]手igurc18. Farm Type Combination (1976) 
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Figure 19. Agricultl1ral Regions based on thc Farm TYl)C Combination (1976) 
41 
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合lli!(DC)は， へースティン グ1)からオタワ ・カ{ルトンtl")vこ主る 6つのl¥livこみられる.さらに小穀
物栽培の単一結合型 (G) と小穀物栽培に肉牛)J巴育や J則前・野菜栽培が従 Jó't 的に J) \\わったものは市if~i~
に分布する . 絞りの~j"I)では 3 要素から 6 要素までの複雑ーな結合~;Qがみら;h，これらを大まかに分類す
ると，酪農 (D)と肉牛Jr.:育 (C)，設!J家 (p)と小紋物栽培 (G)を主要なお!i合要素とするものと，これ
らの 4 つの要素のし、ずれかと架樹 ・ m}菜栽j者 (F) や施設 I~~I芸など (N) を注目み合せるもの， あるいは




されたいわゆるコ、ールデ、ン ・ホース・ シュ ー (GoldenHorse Shoe) と十まぼ---j没する.その外制Ilは，
南オンタ リオで も最も肥沃な農地が広がり ，家市 ・小殺物地域である.南部は，g，然条件にJl(まれ，小
穀物地域とタバコ地域が展開する.東部や北部では依JLI二Jj巴育と商品肢がJ'iリ立するが，東部のオタワやそ
ントリオ ~/レの影響が強くなるにしたがって， ír~fd廷の重要性が明力n し ていく . JiL!: vこ，大都市i強から隔
たっており ，自然条例:にも};E(まれない北部では肉牛J巴有のウエイトが高くなる.このようにi段!註主栄業-経?











オ州、!の農業統計によると，農産物販売額て、は，肉牛， ミルクと泊先製品， Jl荻，タパコ，卵と鶏l丸 トウ
モロコ シ，野菜の1阪であった.さらにカナ夕、全体に J:5iめるオンタリオナト!の各農産物のシユアーの高さ
などから判断して，酪農と肉牛!J巴育， 養豚， 笑取り トウモロ コケ栽培， タ/くコ栽培，県松H支培が重要





たり ，化学肥料 とともに多量のJì2Ë J)巴が位外!されている.多くの決場は~ 1つの決産物生産:に}NII"J化して
-)Jナ〆， r有オンタリオにおける農業経'JlS;JJi~~ 43 
おり I 2つや 3つの;農産物を)販売する農場は，jf~ JJ荻と i均牛Jj~育を組み合せる場合を除いてまれで、ある
また家族経営による農場が多く，政YI:j労働力への依存は全体として少ない.その代りに多くの大型農
業機械が導入されたり ，-'{il)の操作業を委託したり している.経包'規模は 100から 300エーカ{程度



















ことや '1詣オンタリオの農業地域の基本構造ー としてここで取り あげた都市と自然条件の影響をどのよ
うに具体的に評価し説明するか，さらに日本の北i街道や本州との比較研究を通じて， 南オンタリオ農
業がどのような地域性をもっているかを明らかにする ことなどが考えられる.
本稿の作成にあたり J 1979年 7月から 1980{l三7月までの 1~léli，n のグウェノレフ大学地理学教室への留学の間3 公私
ともにお世話くださった P.Ke正ldie博士， ]. Maje博士，~G. Bloomfield 博士をはじめ3 地理学教室の方々と 3 こ
の留学を可能にしてくださったロータリー財団とスポンサークラブの真壁ロ {タリー クラフ¥ ホスト クラブのグウノレ
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写真 5 Ewing 農場の農業施設
マス (198011ミ7 月)
この農場では 300 頭の 1~~Jll二， 200 
DJ[の繁YiU)l1i!批!ほと 1500DJ(の仔!lg(~，
肥育されている.最大のサイ lコの直
径は 6!l1， j¥21jさは 24111である.左
の手立Íîは~~ぽ出で直径 18.6 !l1， i撃
さ 5，4m のプミきさである













































タス 3 ニンジン 3 タマネギが主要問t
菜である.オランダからの移民が多
い.写真はセロリの定嫡風景。
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写真 10. トウモロ コ シ ~11lの ~Jn包
(1980~r. s Y1) 
~Jlj出土普通 11 月から 12YJまでに
行われるが， I!jごJV1を失するとj番稲i直
niTO) s月になる. 50~120 X!t:JJ o.コト
ラクタ{が一般に{史j刊されている
写真 1. トウモロコシ ~:Ill のプJ ノレチ








ウモロコ γの3ζゃ~W~l，サイロ Uこ lt-j'
えられる.
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The lVIajor Types and Distributon of Farms in Southern Ontario 
Akira TABA Y ASHI 
Southern Ontario is located in the southeast of Canada. 1 t is a peninsular shaped region 
boundecl by Lal臼 Ontarioand Lake Erie to the south， Lake. Huron to t11e east， and the 
Ottavva River to the nort11. Its area is 116，000 km2， and although this comprises on1y 1.3 per 
cent of the total land area of Canada， some 32.5 per cent of the total population is found in 
this region. By ar‘ouncl 1880， the settlement of Southern Ontario had been completed. At 
that time， the majority of farmers in the region were involved in general farming， and there was 
1ittle clisparity of farm operation according to location. However， by the 1900's we can clearly 
observe disparity by location， and by the 1940's when the region unclerwent rapid urbanization， 
this tendency became al1 the more pronounced. At present， Southern Ontario is the region in 
Canada tbat exlubjts the greatest diversity of forms of agriculture. 
Tbe objective of this paper is to u1Vestigate the types of farms in Southern Ontario and 
their principal characteostics through the observation of actual farms. Fur討the町r‘:， through t白he
analys白is0ぱft山]lec1iおstr屯均u此出tじiOIη1of t白l1emη a吋JOぽrt匂ype邸s，1 t η1to eluciclate the funclamental regiona1 
structure of agriculture in Southern Ontario. 
According to Cencus-farms with sales of $ 2，5.00 0]，' more classified by proc1uct type found 
in the 1976 Agr‘icultural Cencus of Canada， the type of farm most numerous in Southern 
Ontario is cattle farms. They al勾efollowec1 by dairy farms and small grains farms. Further， 
according to the Agricultural Statictics for Ontario， 1978， the ranking of agricultural products 
by amount of sales is， from greater to lesser， cattle， clairy proclucts， hogs， tobacco， poultry， corn 
and v昭etables. Thus， 1 have chosen to examine a dairy farrn (Figure 3)， cattle farm (Figure 
4)， hogs ancl cattle farm (Fjgure 5)， corn farm (Figure 6)， tobacco farm (Figure 7)， ~nd grape 
farnl (Figure 8) as sample farms. The following are conclusion based on investigation of 
actual farms. 
Procluction of livestock occupies a central place in the agriculture of Southern Ontario， 
and much of the crop procluction is slated to provic1e feed for the stock. 1n livestock raising 
farms， self-sufficiency of feec1 is a funclamental principle. 1n order not to deplete the land p_nd 
to prevent damage of successive plantings， crop rotation is practicecl， and large amounts of 
both chemical fertilizers anc1 barn manure are utilized. Further， a large number of farms 
specialize in a single agricultural product， ancl it is a rare farm which markets two or thr・ee
products. 1n terms of farm operation， the majority are run on1y by fami1y members with few 
instances of employment of seasonal farm laborers. Scale of operation is relatively' small-
100 to 300 acres -and earning are 20 to 80 thousand clollars a year. As mechanization has 
progressecl and reduced requirement of labor and time， many farmers have acquired side jobs. 
An examination of the distribution of major‘farm types ShOiVS that dairy farms tencl to 
concentrated in the eastern part of Southern Canacla (Figure 10)， cattle farms in the north 
(Figure 11)， hog farms in the ¥ヘrest(Figure 12)， ancl small grains farms in the south (Figure 13). 
Farms which specialize U1長elclcrops other th初日nallgrains most often are found In the 
50 人文地理学研 j先 Y
coastal regioロofLake Eire (Figure 14). This refieds the concentratioll of tobacco farms in that 
region of sandy soil. Farms "¥vhich speoalize in vegetables ancl fruits growing and horticulture 
are distributed in great number in the so-caled Golclen Horseshoe which is tle higlily urbanized 
area strセtchingfrom Toronto to the Niagara Peninsula (Figure 15 ancl 16). 
Finally， 1 have determined the farm type cOll1bination utilizing John ¥.ヘ1ea ver' s method 
as modi五eclby K. Doi. The percentage of each farn1 type to al farms for each county was 
calculatecl and the appropriate combination ivas cleterminec1. Farm type combinations can 
be divided into horitculture， livestock and small grains combination， tobacco， smal grains， 
clairy and cattle， cattle a凶 dairy(Figure 18). The distrib凶 onilustrates that the clifference 
of farm type by area in Souther Ontario is greatly infiuenced by physical conc1ition and tle 
location of urban area (Figure 19) 
Fro11 1979 to 1980， 1 hacl an opportunity to study at七hcDepartmcnt oJ: Geography， tl1c Unト
versity of Guelph， Ontario as a recipient of a Rotaτy Founda.tion Education孔1A welrd. 1 cxtcnd my 
gratitudc to Prof. Dr. P.D. Kcddie， stafs of the c1epartment， 1¥1r. J.])白l¥cnncdyand the l11e11コers
of GueJph Rotary Club for much kindnes and asistance c1uring the periocl. I am aJso gratefll to 
Prof. D1'. Sh. Yamamoto and Prof. D1・E..Yatsll 101' their advicc with regaTCl tomy st町I in Ca，nada 
1 should Jike to acknowledge the Eotary Foundation 01 Rotary JnternationaJ ancl Nlakabc Rotary 
Club of Ibaraki， ]apan for their iinancial九sSlstance
